
縄文時代における東京湾東沿岸地域の海進海退(1)

武田宗久

I 東京湾の範囲と海底地形

東京湾の海域は房総半島の西端洲崎と三浦半島の剣ケ崎を結ぶ線以北である。

このうち、内湾または狭義の東京湾と呼ばれるのは、房総側富津岬と三浦側観音

崎を結ぶ線以北を指し、外湾と呼ばれるのはこの線以南の部分で、この線は浦賀

水道といい、『古事記』では「凋菜」、『日本書紀jでは「遁97梵」、『古語拾追』では
あわのかど

「淡水門」などと呼んでいる。

内湾の海底は北東から南西方向にゆるやかに傾斜し、富津岬の北西約 5キロの

ところに、「中ノ瀬」と呼ぶ浅海があって、この西側を「古東京川」（水深50米）

がS字状に蛇行しつつ「東京海底谷」（水深100米）に達している。

外湾は今から約100万年前に、一続きの房総三浦丘陵であったものが、数万年前

に陥没してできた海溝部で、これが「東京海底谷」の前身である。

「古東京川」の谷を北にたどると、江戸川・古利根川・元荒川・荒川などの1B

河道に続く。その成因は洪積世最後の氷河期（ウルム氷期）の海面低下の時期に

刻んだ谷川で、その年代は東京都中野区江古田にある古利根川の川底に堆積した

松柏科植物化石層の放射性同位元素“Cの測定によると、今から 1万1千年～2千

年前である。

つまり、このころの内湾は完全に陸化した巨大な盆地で、その地形は北東に高

く、西南に傾斜していたから、周囲の丘陵を開削しながら流れ出た河川が集まっ

て「古東京川」となり、盆地の西側寄りに南下して、「東京海底谷」の海に注いで

いた。
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II 縄文時代の海進と東京湾の誕生

ところが、ウルム氷期に終りを告げ、次の後氷期の時代、言葉を換えていえば、

沖積世初頭を迎えると、気温が上昇したために、北半球の氷河や氷雪の大部分が

溶けて海中に流れこみ、世界的な海進現象が起った。これをアトランティツク海

進ともフランドル海進ともいうが、日本では1909年に東京の有楽町の地下に海成

層が発見され、有楽町層と名付けられたのにもとずいて、有楽町海進と呼び、 1

万6百年前から僅かに海面が上昇し、 2回の停滞期を経て、約 1万年前から急激

な海進に移行した。このため、陸化していた東京湾では、「東京海底谷」にあった

海岸線が、「古東京JII」の谷に沿うて北方に移動し始めた。

このころ、横須賀市若松町にある平坂貝塚や同市夏島町にある夏島貝塚が作ら

れた。この状態を夏島貝塚の文化相や魚貝類から窺がってみよう。この貝塚はか

つては海上に浮ぶ小島に所在し、「東京海底谷」（久里浜沖）から匝線距離で約15

キロ北にある。調杏報告によると、迫跡は標高20米の崖端にある斜面貝塚で、 7

つの文化相に分かれていた。最古の文化相は井草•大丸式に属する土器で、貝層

下の土層中に発見された。貝層は下から第 1貝屈、第 1混土貝層、第 2貝層、第

2混土貝圏、第 3貝屑の順序に堆積し、その上に表土がある。

第1貝層中の土器は夏島式で、マガキとハイガイなどの砂泥性の内海に棲む鍼

度の低い貝類が90％を占め、半鍼半淡のヤマトシジミが少量検出された。魚骨は

スズキとクロダイが最も多いことから．、井草・大丸式の時期には漁携を営んだ形

跡がないけれども、夏島式の時期になって海との接触が始まった D 当時の環境は

この付近に淡水の流れこむ河口があって、そこにヤマトシジミが生棲し、泥海底

の一部にはマガキやスズキ・クロダイなどが棲む岩礁があったと思わせる。この

第1貝層の℃による測定年代は9,450士400年であるから、少なく見積っても9,000

年前のことである。

この上の第 1混土貝層は田戸下屑式を含み、貝類は前者よりも誠度が高く、し

かも遠浅な砂地に棲むアサリ・ハマグリが多く、魚骨ではクロダイよりもマダイ

が多いことから、この時期になると海進が徐々に進行していたことを示している。
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なお、その上の第2貝層は田戸上層式、第2混土貝層は子母口式、第3貝層は茅

山式で、いずれもアサリ・ハマグリを中心とした純鍼貝類からなり、表土からは

関山式が出土した（註 l)。

また、夏島貝塚の北西 1キロ半のところにある野島貝塚は、約7,000年前の野島

式期の様準貝塚で、貝類はマガキが多いが、アサリ・カガミガイ・オニアサリ・

アカニシなどもかなり含まれる。ただハイガイは極めて少なく発育も悪い。また、

工ゾタマガイのような寒冷水温のものが見られることから、＊この時期は水温がや

や低くなっていたことが知られる（註2)。

皿 奥東京湾の成立と貝塚分布の状況

こうして海水は徐々に、しかも確実に北上を続け、江戸川流域では茨城県古河

市、元荒川流域では埼玉県鴻巣市近くまで浸入した。それは約6,000年前の関山・

黒浜式期のころであった。こうして奥東京湾が形成され、満潮時にはこれよりか

なり奥地にまで潮流がさしこんでいたらしく、江戸川流域では東京都の埋立以前

の海岸線から約70キロ内陸に入り、栃木・群馬・茨城三県の境に接する赤麻沼

（遊水池）沿岸にもいくつかの貝塚が作られた。

中でも最奥にあるのは栃木県下都賀郡藤岡町の篠山貝塚である。標益20米、沼

表面との比高は5米で、貝屈中に前期中ごろの関山式土器を含み、貝類の95％以

上はヤマトシジミとマシジミであるが、マガキ・イタボガキ•ハイガイ・ハマグ

リ・シオフキなども混入する（註3)。この貝塚から南へ3キロ以内には早期末葉

の茅山式期の北貝塚・一峯神社境内貝塚、前期中ごろの黒浜式期の野渡貝塚があ

り、赤麻沼の西方には関山式期の板倉貝塚があり、いずれもヤマトシジミとマシ

ジミを中心とする貝塚である。

江戸川流域をこれより10キロ下がった右岸の山王山貝塚（茨城県猿島郡五霞村）

•浮戸貝塚・診療所前貝塚やさらに 5 キロ下った同村土塔貝塚（江川貝塚）は、

いずれもハマグリ・アサリ・シオフキを主とする閃山•黒浜式期の純鍼貝塚、さ

らに下った埼玉県北葛飾郡杉戸町の木津内貝塚・目沼貝塚、左岸の千葉県東葛飾
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郡閃宿町の元町貝塚（雲国寺内貝塚）なども同時期か前期中ごろの純鍼貝塚であ

るが、五霞村の小手指貝塚は中期前半の阿玉台式期の貝塚で、ヤマトシジミが多

く、マガキがこれに次ぎ、ハマグリ・サルボウ・シオフキ・アカニシなどのほか

に、淡水産のカワニナ・タニシなどもある。また同村冬木貝塚•関宿町の篠台貝

塚は後期後半の加曽利B•安行 I 式期の主淡貝塚で、いずれも標高10米前後の微

高地にあることが注目されるc

このあたりから、埼玉県栗橋、茨城県古河、埼玉県加須・鷲宮・久喜・幸手を

結ぶ一帯の地域は関東造盆地運動の沈降の中心部であるから、海進のビークを過

ぎても容易に海退に向かわず、各地にラグーン的景観が見られたことを思わせる。

大山史前学研究所（註 4 ）・甲野勇（註 5)• 江坂輝弥（註 6) らの研究によ

れば、こうした状況は古利根川・元荒川・荒川の 3河川の流域に分布する多数の

貝塚の文化相・魚貝類の種別によってほぼ同様であることが知られるが、近年大

宮市寿能泥炭遺跡の自然科学的調査の結果によれば、縄文海進の最翡海面は標高

約3米で、諸磯a式期に相当し、前期末葉の十三菩提式期には、すでに海退して

いたと報告されている（註7)。

貝塚爽平の「ド末吉面の高度分布図」によれば、この大宮・川越・上尾・蓮田・

岩槻を結ぶ線には関東造盆地運動の沈降中心地区とは別の沈降地域があったので

あろう。また東京都北区中里にある低地追跡は荒川の18下流隅田川右岸の本郷台

と呼ばれる台地直下にあって、その最下層の波食台は最高海水面の時期を示し、

概高3.5炉~4.63米であり、諸磯 a 式期とも五領ケ．台式期とも想定された（註 8)。

いずれ9にしても、このあたりは関東造盆地運動の外縁部に相当するところで、前

期中ごろ乃至中期初頭のいずれかの時期には、浅海砂泥性の波うちぎわであった。

W 現東京湾西岸地域の貝塚分布

東京都と川崎市の境をなす多摩川の上限貝塚は右岸では現海岸線から約14キロ

の川崎市高津町にある久本貝塚（諸磯b式期）で、ヤマトシジミを主とする主淡

貝塚く左岸では約15.5キロの東京都世田谷区玉川瀬田町の瀬田貝塚（諸磯b式期）
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で、ハマグリ・マガキを主とし、ヤマトシジミもある主鍼貝塚、これより約1キ

ロ下がった同区玉川野毛町の六所東貝塚（黒浜・諸磯b式期）は、ヤマトシジミ

とハマグリが最も多い淡鍼貝塚で、標高35米、沖積底地との比高は15米であり、

これより更に 3キロ下がった太田区田園調布の上沼部貝塚は後期前半の堀之内・

加曽利B式期の純鍼に近い主鍼貝塚となるので、前期中ごろの海汀線は六所東貝

塚と上沼部貝塚の中間位の現標高1叫舗i後の谷底と思われる。

次に横浜市に注ぐ鶴見川の上限貝塚は現海岸線から約12キロの港北区折本貝塚

（黒浜・諸磯 b 式期）で、ハイガイ・マガキ・サルボオ，•ハマグリなどの主誠貝塚、

右岸の上限貝塚は神奈川区上菅田貝塚（黒浜・諸磯b式期）で、貝類は前者と同

じ主鍼貝塚、また鶴見川の支流早淵川の上限貝塚は、約15キロの港北区境田貝塚

（諸磯b式期）で、ハイガイ・マガキ・ハマグリ・アサリ・カガミガイなどの純鍼

貝塚、それより少し下ったところにある同区西ノ谷貝塚（里浜式期） •南堀貝塚

（黒浜・諸磯b式期） •茅ケ崎貝塚（黒浜・諸磯 b 式期）などは、いずれも純絨ま

たは主絨貝塚である。

そして、鶴見川と早淵川との合流点を中心とした鶴見川入江とも云うべきやや

広大な沖積低地周辺の台地には、峯谷貝塚•南網島貝塚・師岡貝塚・駒岡貝塚・

梶山貝塚•上台貝塚・表谷東貝塚・表谷西貝塚•菊名貝塚など、いずれも黒浜・

諸磯式期の貝塚が半径2.5キロ以内に群集し（註 9)、しかも純鍼または主鍼の貝

類相を示し、中・後期の貝塚はこれより下流の周辺台地の斜面に散在する。

横浜市金沢区称名寺貝塚は標裔5米、現海岸より直線距離で300米余の砂丘上に

あり、 A地点の上部貝層は称名寺式、下部貝層は加曽利E式、その下の砂暦に五

領ケ台式と勝坂式土器の小破片ヵゞ検出され、 B地点の貝屑中下部から称名寺式、

上部から堀之内 I式が出土したという（註10)。9

このような貝塚分布の状況から、現東京湾西岸地域の海進は、前期中ごろに最

高海面となり、各河谷の奥部に多数の貝塚集落が作られたが、以後急足に海退し

て、中期初頭のころには、早くも現海岸線近くの沖積低地（標高5米未満')にま

で海退していたことを思わせる。

171 -



註 1．杉原荘介●芹沢長介「神奈川県夏島における縄文文化初頭の貝塚」 ([fll月治大学文学

部研究報告考古学』第2冊）昭和⑫年。

註2.赤星直忠「神奈川県野島貝塚-(『考古学集刊j池1)昭和四年。

註3.岡本勇・塚川光「栃木県藤岡貝塚の調査」（『考古学集刊』 Na4)昭和37年。

註4.大山史前学研究所『縄文式石器時代の纏年学的研究豫報J昭和 8

5.甲野勇『埼玉県柏崎村箕福寺貝塚潤査報告』昭和 3年。

6.江坂輝称「海岸線の進退からみたH本の新石器時代」（『縄文土器文化研究

序説』所収）昭和57年。

註 7．堀口万吉「寿能泥炭遺跡の自然環境J（埼玉県教育委員会『寿能泥炭遺跡発

掘調五報告書』）昭和59年。

註 8.東北新幹線中里遺跡調査会『中里遺跡 1』p.123• 282、昭和62年。

註9.神沢勇一「師岡造跡」（神奈川県立博物館『神奈川県立博物館発掘調査報告

書.l14号）昭和57年。

註10.吉田格「横浜市称名寺貝塚発掘調直報告」（武蔵野文化協会『東京都武蔵野

郷土館調査報告書』第 1冊）昭和35年。

V 現束京湾東岸地域の貝塚分布

ここにいう東京湾東岸地域とは、千薬県市川市から君津郡富津市に至る延長約

8()キロ余の東京湾（内湾）の沿岸で、千葉•市原両市を中心とし、東京湾に向っ

て扇形に南北に展開ずる浅海砂泥性の海岸に望む周辺一帯の地域を指す。そこに

は北西に低く南東に高い標高30~3叩来の両総台地に水源を発し、樹枝状の谷を開

削して下流に沖積平野を開きつつ、東京湾に注ぐ中小の河川がある。その主なも

のは、北方から真間川、海老llk花見川、都川、村田川、養老）11、小櫃川、小糸

川である。

縄文時代の貝塚乃至貝プロックを包含する追跡は、主としてこれらの河川の沿

岸台地の縁辺に分布するが、希に海底埋没貝塚もあり、筆者の知り得た範囲では

合計299ケ所である。但しこの中には江戸川流域に面する松戸七畝割I貝塚（％）、
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陣ケ前貝塚 (27)・柿ノ木台貝塚（祁）と、印脂沼に注ぐ神崎川水系の海老ケ作

貝塚(126)、同じく印籐沼に注ぐ鹿品川水系の中三角貝塚 (240) ・中野僧御堂迫

跡 (234) ・八反目台貝塚 (235)• 宮ノ台貝塚 (236)• 野呂山田貝塚 (182)• 荒

立貝塚 (239)を除くと、総数289ケ所となる。これらの遺跡を、下総台地に面す

る北半部（市川市～千葉市）と、上総台地に面する南半部（市原市～富津市）に

2分し、各時期の貝塚乃至貝プロック包含迫跡の分布を見ると、次のようになる。

北半部

(1)真間）II沿岸

松戸市南部に源を発し、市川市を貫流する真問川本流（国分川）は延長約14キ

ロ、真間川の支流大柏川は本流との分岐点まで延長約6キロで、この分岐点の北

方には北から南にV字状に張り出す宮久保～曽谷丘陵が望まれ、そこには早期か

ら後期にわたって漁携生活を営んだ多数の貝塚集落が密集する。

国分川の上限貝塚は谷奥に近い陣屋前 1I貝塚 (1) ・子和清水貝塚 (2)• 新

山貝塚 (3)• 鳥井戸貝塚 (4) などである。このうち、陣屋前 1l 貝塚（陣屋前

B貝塚）は阿玉台・・加曽利EI式期の小貝塚、子和清水貝塚（日暮柏葉台貝塚）

は阿玉台・勝坂・中峠・加曽利EI• 加曽利 E JI式期の小貝塚群からなる点在馬

蹄形貝塚で、標高27~2既奴谷との比高は8.2米、貝類はハマグリ、アサリ、イポ

キサゴ、サルボオ、オキアサ，）、ウミニナを主とし、魚骨はクロダイ、ヘダイ、

スズキ、シタビラメなどからなる純鍼貝塚。新山貝塚は阿玉台・勝坂・加曽利E

I •加曽利 E II式期の小貝塚である。鳥井戸貝塚については、松戸市教育委員会

『松戸の追跡」に地点貝塚として、花輪台•田戸上層•茅山•関山・黒浜•諸磯 b • 

浮島・興津・阿玉台・加曽利B•安行頂 b式期の土器を出土し、貝類はアサリ・

サルポウ•バイ・キサゴとあるが、これらはすべて表面採集によるものであるか

ら、貝層中にどの時期の土器が含まれているか明確でない。

さて、国分川の左岸では、子和清水貝塚より1.5～却キロ下がると、東南方に分

れた支谷の左岸に河原塚 II 貝塚 (5)• 河原塚貝塚 (6)• 西金楠台貝塚 (7).
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坂之台貝塚 (8) があり、右岸に中峠貝塚 (13)• 内野貝塚 (12) ・紙敷貝塚 (11)

•新堀込貝塚 (10)• 栗芝台貝塚 (9) ・天殿台貝塚 (30) などがある D 右のう

ち、発掘によって判明した貝雇中の土器は、河原塚II貝塚（堀之内 I式） •河原

塚貝塚（堀之内I•同 1I 式・少量の加曽利B式） •西金楠台貝塚 (JJll曽利E末葉・

称名寺式） •中峠貝塚（阿玉台・勝坂・中峠・加曽利EI•II•fil式）・紙敷貝

塚（阿屯台・加曽利E式）であって、他の貝塚出土の土器はすべて採集によるも

のである。

国分）II左岸を更に下がった秋山向山貝塚 (19)も阿玉台・勝坂・加曽利E式期．

の点在プロック貝塚であるが、これより東南方500米のところにある牧之内貝塚

(24)は、小貝塚群からなる点在貝塚で、茅山式1片・焦浜・浮島・諸磯b•阿玉

台・ 1Jll門利E• 堀之内式期の土器が採集されているから（註 I)、未発掘で＇あるが、

このあたりが前期貝塚の上限ではないかと思われ、本貝塚からさらに南へ約 1キ

ロ余下がった曽谷貝殻塚貝塚 (43)を皮切りに、宮久保～曽谷丘駿の縁辺には、

早期乃至早～前期、あるいは前期の土器を貝屑に包含する遺跡が多いもいまその

主なものを挙げると｀イゴ塚 (45) •曽谷 (44)• 根古屋 (50)• 高徳穂 (51) ．

三中校庭 (52)• 宮久保A (53)• 宮久保所願寺 (54)• 山 J 後 (55）・庚塚（郎）

などの貝塚である。

右のうち、イゴ塚貝塚（黒浜・諸磯・堀之内・加曽利B)は標高8米、根古尻

貝塚（花輪台•茅山•諸磯着五領ケ台・下小野•堀之内・安行 I •同 II) は概麻

7米の沖積段丘の砂丘上にある。また本丘駿最大の馬蹄形貝塚として知られる曽

谷貝塚は、早期中ごろの田戸下層式期から晩期初頭の安行ma式期までの遺跡で

あるが、発掘によって知られる範囲では、「馬浜期と加曽利Em式期から安行1式

期までの貝層が確認された」（註2)という。

次に国分J!I右岸では谷奥の陣屋前II貝塚 (l)から約2キロ半ほど下がったと

ころにある西北方に向う支谷に面して下水貝塚 (14)と通源寺貝塚 (15)がある。

前者は中～後期の小貝塚であるが、後者は点在馬蹄形の貝塚で、前期の黒浜式と

中～後期の遺跡として早くから知られたが、下総史料館の記述によれば、黒浜式
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期に伴う貝層の存在は殆んど無いものと思われる（註3)。この貝塚から南西へ約

2キロ半下がった堀の内貝塚（糾）までの11ケ所の貝塚の中で、白幡貝塚 (17)

以外の追跡は中期または中～後期である。白幡貝塚は「松戸の追跡』（註4)に興

津・勝坂・加曽利 E• 堀の内式期とあるが、前期末葉の興津式に貝層をを伴う確

率は少ない。

現時点で国分川右岸の前期の貝塚で、最奥の追跡は、堀の内貝塚南側の谷を距

てた台地縁辺にある北台貝塚 (38)であろう。標高24米、谷比高14米、黒浜・諸

磯a• b • c• 浮島 I • ll •川・興津式期の点在馬蹄形貝塚であり、近くにある

中台貝塚 (37)は黒浜・諸磯a式期の小貝塚である。また前期の貝塚で最下流域

にあるのは、概高5~7米の砂丘上にある久保上貝塚 (40)で、黒浜・諸磯a • 

浮島llI・興津式期、この近隣にある諸貝塚下辿跡 (42)は標翡10米弱、黒浜式期

の竪穴住居址を発掘、根郷留見貝塚 (41)は標高10米、関山・黒浜・諸磯a.浮

島ll•五領ケ台式期である。

真間川の支流大柏川沿岸を見ると、谷奥にある中沢貝塚 (89)は堀之内・加曽

利B• 安行 I 式期に貝層を伴う純誠に近い主峨貝塚で、標裔30米、水田面との比

高11米の馬蹄形貝塚、これより下がった右岸の木戸脇 (90)• 一本松 (91)• 栗

子台 (92)・根郷地l(96)・根郷No.3 (97)・嗚神山B (56) ・鳴神山A (57) 

は中期または中～後期で、前期の貝塚は中沢貝塚から約3キロ余下がった殿台貝

塚 (59) で、黒浜●諸磯 a• b• 浮島 I ・皿式期である。

また左岸では、中沢貝塚から約1~2キロ下がった範囲に、外和戸貝塚 (93)

など7つの小貝塚群があり、いずれも中期である。前期の貝塚で最奥にあるのは、

この貝塚群よりさらに下がった位置にある株木A貝塚 (67)で、標高約 9米を測

る低地にあり、黒浜●諸磯a•浮鳥 I 式期である。

これより南に下がると、真間川の旧湾口部に近い台地上に占地する美濃輪台A

貝塚 (88)に至る間、約3キロの間に26余りの大貝塚群がある。その主がなものを

挙げると、杉ノ台貝塚 (72)は貝層中に早期の茅山式、このほか鵜ケ島台式、前

期の花積下層・諸磯b•浮島 I • Ill• 興津式、中期の下小野、後期の称名寺•堀
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之内 I式。法伝且塚（邸）は早期の茅山式、前期の黙浜・諸磯 C ・浮島II・興津

式、中期の下小野•五領ケ台・阿玉台・勝坂・中峠・加曽利EI • ll •頂式。法

蓮寺山貝塚 (106) は貝層中に前期の黒浜●諸磯a• C• 浮島 I • ll •川・興津・

十三菩提式、このほか貝層外に中期の下小野・阿玉台•加曽利E II • Ill式、後期

の称名寺・加曽利B式期の土器も出土する。下郷後貝塚 (105)は早期の茅山式、

前期の黒浜・諸磯式•中期の加曽利EI • JI• 川• W式、後期の安行 I• II式。

三角貝塚 (83)は早期の茅山式、前期の黒浜式期C 東新山貝塚 (85)は貝層中に

前期の黒浜式、このほか前期の諸磯a•浮島皿・典津式、中期の下小野・阿玉台・

加曽利E皿式。美濃輪台A貝稼（郎）はハイガイ・マガキなどの貝プロックを伴

う炉穴に、早期の茅山上屑式、このほか早期の鵜ケ島台式、前期の浮島川式、中

期の下小野•五領ケ台式も検出される。以上のほか、前期の貝塚と予測されるも

のに、新｝l[上A (69)• 新田前 (70)• 池端 (71) ・七畝畑（別） •花ケ谷合（町）

などがある。

次に中・後期では、株木B (68)• 卵塔前A (73) ・奉免安楽寺 (75) ．、奉免

南 (76) ・姥山西 (77)・姥山 (78)•内荒久 (79) •今島田 (80) ・今島田東

(81)• 藤原観音堂 (103) ・中法伝 (104)• 貝柄塚 (86)• 古作 (111) などの諸貝

塚がある。

この中で、姥山貝塚と古作貝嫁は馬蹄形貝塚として早くから知られ、前者はこ

れまでの発掘調査の段階で知り得た貝屑形成の時期は、中期の阿玉台•中峠・加

曽利EI • II 書頂式、後期の堀之内 I.• Il• 加曽利 B I • II式であるという（註

5)。古作貝塚は昭和3年中山競馬場設監によって破壊されたために、全貌を知る

ことができないが、その際に発見された堀之内式の貝輪入り完形蓋付土器 2個は

貴重な文化財である。船橋市教育委員会が昭和56~57年、同所の高電圧線埋設工

事予定地部分とl日厩舎の空地を調内した結果によると、貝層形成の時期は、＇後期

初頭の称名寺式期から堀之内 I式期であるという（註6)。しかし、発掘区から出

土した土器は加曽利EIV・称名寺 I•堀之内 I、• II •加曽利B •安行 I. II •皿

a式であること、古作貝塚の一部と思われる可能性が強い貝柄塚貝塚 (lll)出土
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の土器が加曽利 Ell!• 堀之内 I •加情利 B •安行 I 式であることなどを勘案する

と（註7)、本貝塚は中期の後半から後期にわたる漁携集落であろう。

また、昭和56年に奉免安楽寺貝塚の一部を発掘した報告によると（註8)、本貝

塚の立地は標高8~9米、現水田面との比高は3~4米の低段丘上にあり、貝屑

下土婿からは早期の茅山式、，前期の黒浜式，貝屑からは加曽利BI• ll式が検出さ

れたという。なおこの発掘以前に表採された諸記録では、勝坂・阿玉台・加曽利

E• 城之内式期のものもある（註9)。

＜烏井戸貝塚 (4)の問題点＞

この貝塚が真間川本流（国分川）の谷奥にある小貝塚で、早•前・中・後・晩

期の土器を出土し、自然追物にアサリ・サルボウ•バイ・キサゴ（イポキサゴ）

があることは、すでに述べたところであるが、これらの土器のうち、いずれの時

期に貝層が伴うかという問題は、発掘調杏による以外に解明する方法はない。し

かし、すでに宅造によって消滅し去った現時点では、本貝塚の立地と同様の環境

にある陣屋前n貝塚 (1)• 子和清水貝塚 (2). 新 III貝塚 (3) と、これらの

貝塚の近隣にある貝屈を伴わない迫跡の内容を検討することによって、ある程度

の推測は可能であろう。

さて、これらの貝塚のうち、陣屋前lI•新山の両貝塚も調査前に宅造によって

消滅しているが、表採による限りでは中期の迫跡である。子和清水貝塚は、昭和

37年、 43年、 47~5岡初3度にわたって発掘調査が行なわれ、その結果竪穴住居

址27昧§、小竪穴1000余基勺、埋葬人骨3体などを検出した他、多蘇の遺物を出土し

た点在馬蹄形の貝プロック追跡であって、中期の大集落であることが確認された。

n公戸の逍跡』には本貝塚出土の貝として鍼水系31種類が載っているが、その中に
アサリ・サルボウ・バイ・キサゴがあり、同書の鳥井戸貝塚のところにも、同じ

貝類が書かれているが、早～前期の貝塚に必ず検出されるハイガイやマガキは見

えず、内湾の，中～後期に多産するキサゴ（イボキサゴ）がある。このことは烏井

戸貝塚にはその2種類の貝はあっても極めて少ないことを示すとともに、本貝塚
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国分川谷奥周辺の縄文時代遺跡

遺跡名 I；祈 在 地 H 別 型 式 貧
＂ 

I ヽて巫 省`“ 疇'-. - 』』』』“ ふ••-• •• •~• •rn”"ぶズ·― ’.... .,.. . ・幽↓』~ ↓・ 

,_ ●馴nu--lil="古-い＂直'` 晦前・ ~ 地 A ●● 阻玉台•加冒利El 即市敦育委員会「松戸の遺跡』昭和51年

チ栢渭水 点在馬随形貝プロッ 阿玉台・駒坂•中峠 明治大学考古学研究邸 rKIimout2号」

（日む柏庶台） 9貝塚 加曽利EI• n. m 昭和4呼、高慎良治•塚田光・小片保「千葉

； 叩和＊貝燦茸行閂籟」（考古学埠誌49-

り昭和碑。松戸市教育委員会 r子fll清水

且塚遺綱図阪編J昭血1年

- -』—— -4-

新山｀ 松戸市金ケ作新山• B 地点貝塚 阿玉台・勝坂•加n 松戸市敦＂委員会「松戸の遺跡 Jllll和51年

む小山台 利El• ll 

-~ --- -

B井戸 松戸市Hり店井戸 地点貝塚 花台•田戸上層・ 同 .l: 

茅山・閃山 •I!\浜・

諸磯b•浮凡・興埠

阿玉台・加母みJB.

安行mb

ヂ心サ＂ ＂-ヤ＇ -• 

l/Jhl絹渭HI 松戸市初富飛池 包合地 阿玉台•加曽利El 千漿飢文化財センター「千葉戯樫馘文it111分

布地図{l)J昭和印年

・・・・-・-・ 

副臼飛地1 同 上 同 上 茅山・汗島・五領ケ 同 上

台•阿天台・加曽利

EW・祢名寺

-• • • • • • • ·— 

£呑六実元山 1 松戸市五酋六実元山 同 上 阿玉台•加冒利E置 同 上

•IV• 祢名寺

土●心・ • • • ・ム上・・ ・ ・ ・ 

北 山

戸呻-：．~・▲▲ 
上 加賃利Eu•堀之内 同 上

I 

矢深作 松戸市田中斬田矢庄作 問 上 黒浜•浮“•諸磯・ 同 上

五傾ケ台・阿玉台・

認寺・1A藷利B

•-
生松 松戸市田中新田生松 同 上 ib横卜鳩•関山•黒 同 上

浜●浮島•堀之内 1

''------

帥M)前1 松戸市金ケ作紬屋朗 岡 上 阿；； 松戸市牧育委員会「松戸の遺跡J昭租51年
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が中期以後のものであることを暗示する。

次に真間川本流の谷奥にある前記4貝塚の周辺約1,5キロ以内の造物包含地出土

の土器型式を見ると、鳥井戸貝塚出土の花輪台•田戸上屈式期のものはないが、

早期末葉から前期のものは初富飛地I•矢深作•生松などの遺跡にあって、且つ

この 3追跡は鳥井戸貝塚が占地する同一の支谷の縁辺台地にある。従って鳥井戸

貝塚から早～前期の土器が出土するのは決して不恩議ではないけれども、この時

期に貝塚を作ったとは考えられない。

註L 江森正義「牧之内遺跡」（下総史料館『かみしき』 6)昭和4針丘

註2.堀越正行「千葉県市川市曽谷貝塚の発掘調査」（『日本考古学協会第45回総会・研究

発表要旨』）昭和54年。

註 3．湯浅喜代治「通源寺遺跡」（下総史料館『かみしき』 10)昭和侶年。

註4.松戸市教育委員会＂公戸の造跡 Jl昭和51年。

註6．市川市史編簗委員会 1W川市史』第1巻昭和4舷E。

註6．船柄市迫跡潤査会・調査団『古作貝塚J昭和57年。

註7.門1川市史』第1巷。

註8．市川市教育委員会肛召和56年度埋蔵文化財発掘調査報告』昭和印年。

註9 堀越正行「奉免安楽寺貝塚の提起する問題J(『史館j14号）昭和団年。

なお、本稿のつづきは 9『貝塚博物館紀要』第m号（昭和6碑環旧出版）以降の号に掲載の

予定です。
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松戸市

応
限均l111文図分布比 叫遺•且ブロァタを跡含む 貝閾形成時期

砒比屈翌 所 在 地
早期 机期 中開 後期 晩期

1 1 22- 74 
＂悶屋前前 B・l ＇ い，が叶じ障畠前 -

g 2 22- ?？ 子（日和荘清・日水荘拍葉台） gE了ね渭水・小山台・五ン作鋲山 -f“““““ 

3 3 t2- 78 新 山 金ケ作新山・日窮小~,台 -..~ ▼ ● 

4 4 22- §3 9井芦

5 5 阿原塚 g 笛叩四壺棉臼 i 
： 

H ． 6 22-1 l 3 河原塚 紐西金協台

7 ， 22-l1 4 l!!I（金金憐棧台台） だ齢匹凸埼勾

8 ． 22-1 I5 坂（大之台台•大坂台北） 紙坦込坂之台＊盟金携臼・盃金楠台・阻！ I 

， g ! 22-1"  栗（天芝戸台） 町伝叩→台•大；＂

lo ＂） 22-139 新堀込 譴新堀ふ直兵青山
， 
t 

I 1 1 1 22-137 紙（試散敷花・虚椒•閲） 紙敷花鈴冷向摯外花輸•名木
｝ 

12 12 22-I 35 m（中東好•中紬b ・霞翫中打） 紙骸中峠•麻塚新田内野2

13 13 22-l33 
？中卸t) 紙中峠

｀` i 14 
",  吾 22-100 下（下州水地42戸新田下須台） 和ケ谷怜炉不動帥パ吉兵術厭瓢i ， 

95 l5 1 t2-m 適｛和翌名守ケ谷） 和名ケ谷況類寺・＝反割

＇ 
l 6 輝，'22- 砂 和（呂北谷ケ偉谷涸）台 認咋這存9螂

17 17 22-153 臼 悶 大殿白“

i• U9 22-152 内 山 大橋円山

" " 四～ 142 豆1恥圏山 紋Ih肉山•宿

2g 29 22-l 56 南（ぶ谷葬台） 大摂南台 1,9  99 

2 1 21 22-151 巾（南台谷畑l!!B) 大和ia迅

！ ， i 
！ l 2t: 22-151 大双絨 ＾は人ふ芦•北大塚22: 

23 23 公2-1E9 大（橋＊岬龍•h }作） 大橋向山•南山

24 24 23-i 4$ 牧｛袢よ宿内） ＇秋IU牧之円・匹•四

"25 25 22-lH 嬬｛秋山込•道崎） 秋山屈込 寸―
2• 26 22- 9:2 松（二七T畝目割）I 松戸七畝割 I ●-

．．． 

27 2? 22- 96 躁（貝ケ台前） 松貝台

28 28 22- 95，杭i/硲 松誌J木苔 -
29 29 30-150 木戸煎 高塚新田木日匂

！ 
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士 器 の 型 式 規 屈 慌 考 主 要 文 献

阿玉台・加曽利EI 地点 消滅
松閉鵬戸飼市麟教年育委屑員会『漏松の髯遺跡=』（松芦市文:化＝ご財潤五ご報告」6集（考l 

阿玉台・勝寂•中峠・加日利EI•n•m 点在罵距形 完距・梢滅

阿五台●賠坂•加臼利E I • • 地 点 完掘・消滅
松市教育委只会『松戸の遺跡』（松戸市文化財濁査報告●集）

花浮勧品•興・鰤津·這阿王台・和•加0・ 1!11利山B ・•縣安行"・蒻b b 地 点 完掘・消滅
昭鬱胆1鰐年霞麟醤庫珈譴贔瞥翡集）

中朗末●掘之円I 点在貝プロック 発詞・消滅 日本晨輝設磁叫頃文社『河原塚●遠跡』昭和呻

茅曽利山•加日和jE 江・称名寺・泥之内 9. I •加 用蹄形 発掘•一碍消滅 鬱謄i踪罰瞬細雫翫文化財諏細ぼ）BI 

加員RJEn."●称名寺•堀之内 I •加日利B 地 点 発・一部消誡 厨臣油費料刊行『松芦市金楠台遺郎』昭和4呻

茅山・加り科EE ．作名寺・堀之内l•加目利B 点 在 一部 m誡 甑屈憚間儡沢囁叫闊閉笥

茅山•黒浜・匠玉台•加曽利E•祢名寺•瑚之内 点 在 一郎消滅 松昭郎市1教年育委員会『松閂の道跡』（松戸市文化財岡査報告6集）

加凹利EI•ll • N• 祢名寺 点 在 l一部粕滅 同 土

翡b•特ID, ＊？漏讀翡閉呼 I• ll．閉 幽 鴫曙奪二=J「;::江噸ma• 馬蹄形 発掘•一蔀消滅

加臼利EIf• m囀F囀祝比内 地 点 一郎笥滅 訟昭戸和5市1教年育委貝会r松戸の造訟』（松戸市文化財即査田告6集）

前期•阿王台●騎坂•中峠•加曽衰JEI. n 点在馬蹄形 発掘•一紐沼滅 下号紺）昭る和占ヂi1叫年究会「中鯰迅磁発掘辿立ば妄Jr r下総考古学』 6

中•加峠代•加利日B和Ell• ＂曽谷●称•安名寺行•堀・之n内I• rr 地 点 一部消滅 松昭戸徊市教年育委員会『松戸の遺跡」（松芦市文化財潤査親告6集）l • -n*1  

黒称浜寺•阿•玉堀台之内●窮1 坂•加•中筐利峠•加臼利El • n • 点在罵蹄形 1一部消滅 島浅喜代治「通源寺近跡」（下総史料館『かみしき』1●）田和4訟tB.  

加利EI • n. l1 • N •堀之内 地 点 一部消滅 碇昭和浦5l教年育委貝会『樹命蒻』｛松戸市文邸漏醗ぼ）

巽樺•勝敦•加り利E •堀之内 小 消 滅 閲 上

阿玉台●勝坂·.加日和EI•U•n•N ・称名寺 地 点 発掘・一部消滅 査嗜教』育（，ぷ貝芍会配t『化松財戸潤市査大毅橋笛大3な越内山・遺跡の発癖閲集）昭和碑

阿天台・餅坂・カ哨利El• 且•国・ "9堀之内 1 点在貝プロック 発掘•一郎沌減 璽鰐躙叫印麟幽臨霞

祢名寺•堀之内 地 点 一部残存 松市教育委員会『松戸の遺箇』（松戸市文化財コ査報告●集）
屁徊l年 — 

籾坂•加n利EF ・祢名寺●掘之内 地 点 一郎 固 上

加曽利Ell• 祢名寺•堀之内 1 地 点

ー・・鍼雲忙丑-，呼は二＝函巴鍔9琴＝か＇ヤ一；；呻9：晒：』
ll!•版加位・加和J 贄B利E●•田・称名寺・坦之I'll.. 地 点 一部消

茅I• •黒•浜平●浮内凡I ・諸磯b•阿天台・加曽利E 地 点 ー郡破n.  • 

加曽利E・後期 地 点 消 絨 松昭和9巾1枚年―g.，，ー貝会r松戸の遺路』（松戸市文化財!lll!U!Hロ!i6組）

城之内 地 点 完掘・消滅 同 上

加I曽•利安行En1 ．, 称n 名•晩寺均・＾堀＾之・円I•ll• 加日利B 馬蹄形、 発掘・ー紐残存 松戸市教育委只会『松戸市文化財閃査霞告』第1集．昭和鵡年

堀之内I• E 地 点 一芭歿存 松昭和市1教年育委貝会『松戸の遺岱』（松戸市文化財潤査報告6ll¥)

加Ill和En•堀之内 点 在 一部消滅 同 上，

※只ll!l形成時期の太線部分は、 nll!l形やの主なる時期を汲す，
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•市）II

及
地県嬰因文分油布 暉逍•貝ブロックを跡含む 貝庖形成時期

悶
所 在 地

通しK 早期 前期 中期 後期 晩朗

30 1 22-15 天 段 大野町2番氾2咆

31 2 22 - 8 大橋向山 北国分町28 4 9番地他

32 3 22 -11 イザナギ神社税内 北国分町3303番地他 -
33 4 22 -・ 12 栢現原 北国分町2339奮地1他

34 5 23-13 堀之内 寧分2899蓄地他

35 6 22-38 真＊之内 国分台BT目2387蓄地1ft -
39 松3戸0市 ーの谷西 高塚新田IS6番地

37 ， 中 台 中1!1分3TE -
38 ， 22-46 北（東練ム知•上台） 中国分5T目S66番地l -
39 10 30 -60 国分平 JII 国分＄丁目 1738悉地1他 -
40 9 1 30 -§2 久保上 真問5T目69番地1他

9 1 12 ⑲-57 根認留見 須和田2T目381番地に

42 13 30-55 諸 須和田2T目40 2醤地2他 1, 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 

43 14 30-58 曽（東谷山艮王殻）塚 曽谷4丁目81 3醤地l他 -士！朧 -§ 

44 15 30ー釦0 曽 谷 曽谷2丁目'51番地他， 

，． l• 30-59 イゴ塚 曽谷 •T目 925番地他 l99999999999●● l 

46 17 30 -6l 罵 坂 曽谷3T目10 1 9番地2他

" 18 30 62 安国寺境内 匂谷1丁目28 7番地他

48 19 30 64 弥平田 曽谷3丁目10 8 l番地1他

49 20 30-63 向 台 曽谷l丁目 l2 1番地3他

50 21 30-66 根古屋 曽谷3丁目 10 8 3 壽地 •Ill!

●1 22 3● - 68 高筍穂 曽谷1丁目 141番地1111! 細- l 

52 23 30-67 三中校底 曽谷3T目4番地他

53 24 30 -69 宮（宮久久保保A） 宮久保•T目 20番地 22他

54 25 30 -71 宮（久店保久所保願坂上寺 •宮久保東） 宮久保<T目3"番地1他 -
55 26 30 73 山ノ後 宮久保4丁目693番地他

56 29 四 23 鳴神山 B 大野町19 5番地5他

57 28 22-24 田神山 A 大野町4T目24 8 1番地1他 I 

58 29 22-26 浪 下 大野町4T目3229番地2他 -
5• 30 22-37 殿 台 大野町4丁目 284 9蓄地1他 -

市
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土 器 の 型 式 規 楼 佃 考 王 要 文 紋

闊沃•阿玉台•加け利E •祢名寺ヽ詞之円 点 在 1一郎消誡 千千愛菜県県文文化化財財保セ匿ン露ダ会ー『『千逍葉防只分の布絢艮訳図』』 l.昭和昭苺r呼←

阿台・底寺・堀之内1•加曽和 B I 点 在
ー邸泊滅i字巫菜稟文化財センクー『千虎四哩需文化財分布地図』田昭和

堀内•加臼柑a ｀安t1 坦 点 ー記残存 『市川市史』第1巷四和碑
I .  

訓•安キJ正I ●•祢n名寺1堀之nl4叫§和JB．竹谷 悶蹄形 発掘 ● 翠存 木『村市英III明冷史『干』窟第製1叩春I即昭招和籾碑頁貝塚繋点発llll環在剛5』昭和四E

加笥やiE9バb孤之寅内爵l準大n試•碑acが•lB 1• 安fj
iI •-田為•瓜 代奪 CI 馬蹄形 発掴・保存 糾r岬寂紐成他仔』第寧1珊唸．れ証賑碑B出も戸苔J［は白丑U嗚3-1) 

四内n•加n利B 琲 点 消 滅 r郡1郎史』第l粒昭和碑

""" 

加筍利IV 丸●祢名寺•滅之P 点 在 発掘・笥滅 一の谷喧芦因四笠会rーの谷西貝塚』昭和碑年

織兵・諸讀• て 地 点

＂二I瓢塁塁は言；；；鼠浜●請慨a會 b“¢ 疇浮品I療n1m・興津 点在翌路形 顎網憲

堀之円1 地 点 B] 鍼 炉wr"ぼ 昭和碑

黒•累殴● •浮BE 鼻輿葬鮫加館籾E 臨 点 樟費加•掘消滅1疇記：で二：罰文鵡塚](『考古学』3-5)

OO山・岬・諸讃沿●浮鯰I•五譲ケ台 逍 点 捺発店10m• 顕消滅 因 上

鼠 紺 点 顎瓦O箪馨消滅 信l 上

飢期●後期 地 点 ー蔀残存 『市川市史』笙9尋詔祁婢

譴 疇 馬陪形 売掘・保存 寧印9細同瞑C.D.E上紬別謳蟹叩躙l～識

証・請磯・堀・団曽粍B i点 在 標瓦 8 m 『市川市史』塞1祖昭即坪

加m匹・年・訓約1B 澤行 I• E 点 召 l一部残存 同 上

黒・加栢Et ．堀之内•加曽利• 点 在 一部残存 繁 上

加曽利E9謳之円。加曽閃B•安行 I • • 地 点 梢 滅 辰 上

臨El•澤lT ・麟沼王か暢疇靡・譴肩 点在罵藷形 梵•一郎存 西 jr罪蜘問叩晒譴上釦(r恥→土五叫畑昭即嘩

花内•安台行・茅I 山•U ●藷讚：五領ケ台・下小野・塙之 餅l
点““ 1' 薇発？m・嫁訂滅

Jr＊即が」←I市い史四』第宮1啓蹂．『干細業凩碑横古谷貝念砕呵呻予叙』昭紅呼

関山•黒仄・皿之円 地 点 1一蕊喪仔 r市i!MI史』第1巻．昭和碑
茅利山E••北堀は之i'l卜囮l •関山.・浮gr・請閲b•加" 点 在；一部収存 同 上

茅山・花下・諸磯K 地 点 蔚 狐 閲 上

閲山•諸鑽 地 点 一濾残存 同 上

怠・碑利Slll94認寺 地 点 一謀｀消滅 千置霞文化財9置協会『そ璽む応暉』霞蔀甚t

阿E•加台曽•加利日n 利mEダペl必 • ll• 祢名寺・坦之内!• 地 点 沿 減 『却II市史』第1粒． l'!I印艮年上

和名・筆屈麟之•阿l 和.台u9• 加加曽曽和利5BIl 亨= 瓦9”巧称 地 点 発掘・消誡 胴＂『＂史和』第如1巻．9匹民庶呼袖細」 (rH臼古匹報』 1i)

称寄
← -

地• 点 I-部歿存 r市川市史』第1巻．日訂ぼT
黒朕＊猪碍a• h賓浮島I•瓜 埠 点 発翻・笥絋 閤謝胄：；；：：！暉

五穀告』第
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市川市

N 
地県埋文図分比布 暉遣・貝ブロックを跡含む

貝岡形成時期

霜
所 在 地

通し比 早期 前期 中期 後期 晩期

60 31 22-30 下 台 大野町52 0番地他

61 32 30•22-83 大野庚塚 大野町2T目56 4番地1他

62 33 30-82 ー（大ノ野新矢田） 大野町1丁目 43 6番地1他

63 34 30-78 木戸口 下貝塚町43 5番地1他

64 35 30-79 山王台 大野町1T目5番地1他

65 36 30-81 庚 塚 曽谷2丁目 37 8番地1他

一66 37 30-80 下 下貝塚町28番地1他

67 38 30-104 株（株木木A） 拍井町4丁目 35 7番地1他

一
＇ 

68 39 30-105 株（株＊木東B） 拍井町4丁目 35 2番地他

69 40 30-102 新 JIl上 A 柏井町4丁目 43 2番地他 ‘’ 

70 41 30-106 新田前 柏井町4丁目 47 9番地1他 ＾ 
71 42 30-107 池 端 柏井町3丁目 55 1番地1他

n ‘’ 

72 . 43 30-108 杉ノ木台 柏井111T3丁目 61 2番地他

73 44 30-113 卵塔前 A 拍井町2丁目 7'59番地他

79 45 30-109 坂の下 奉免町95番地1他 l 

一75 46 30-110 奉免安楽寺 拍井町98番地他

76 47 3 0-111 奉免南 奉免町263番地

一77 48 30-118 姥山西 拍井町1丁目 12 4 2番地他

78 49 30-119 姥 山 拍井町1丁目 1212番地他

79 50 30-120 内荒久 柏井町1丁目 11 1 9番地1他 h... 
80 51 30-121 今（唱島行寺田 ） 柏井町1丁目 16 9 6番地他

一81 52 30-122 今島田東 拍井町1丁目 17 2 5番地1他 一82 53 30-124 法 伝 拍井町lT目15 7 1番地他

83 54 30-125 三 角 北方町4T目17 0 9番地1他

84 55 30-127 七畝畑 北万町4T目17 3 3番地他

85 56 30-1'26 東新山 北方町4丁目 17 7 9番地3他

86 57 30-131 貝柄塚 若宮3丁目 21 2番地1他

87 58 30-128 花ケ谷台 若宮3丁目51 2番地他
n n 

•• 59 30-129 美澄輪台 A 本北方3丁目 52 2番地5他
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土 器 の 君 式 規 換 憐 考 主 要 文 歓

関•加山曽•黒利浜B•I浮島m•加日利E •堀之内 l. n 地 点 発 掘 輯閉甘麟温閏呼『瑯四回拿改化財発距調査

黒•加曽利E 地 点 消 滅 千菓県文化財センクー『千葉呉埋鼓文化財分布地図』(n詔和の年

加日利EH• 坦之内 I •ll• 加日利B 点 在 哨 滅 『市／II市史』第1巻．昭和畔

阿”玉団台B•勝坂•加曽利E• 称名寺•堀之内・加 地 点 一部消滅 千菜県文化財保護協会『千葉只の貝塚』 昭和譴年

黒浜•加日利E •堀之内●称名寺•加日利 B 地 点 一部残存 干葉県文化財•センクー『千葉県埋蔵文化財分布地図』（1) 昭れぽ坪

晟疇諸汲注 点 在 一蔀残存

閲山•黒浜●浮島1•加曽利E• 坦之内 l•Il 罵蹄形 一部残存•発屈 悧界贔・「戦闘Ill麟塚貝塚」（『日本痴学年

黒浜•諸霰• •浮且 I •堀之円 点 在 一揉石部約.消ffl滅• r市JII市史』第1忍昭和19年

黒内浜I•• 阿E玉台・加曽和JU• m• 祢名寺•堀之 点 在 一部消滅 勾 上

前期・中期 地 点 ー郡消滅 屯筵県文似オ・センタ-r干菓県埋蔵文化財分布珀図』(n昭和印年

罰・中期•後期 点 在 約習1 0 m • ー消滅
同 上

前期•中期・後期 地 点 一郎消滅 岳 上

勁浮Q曲t•m・和•興律樗•下•小上野屈ヽ祢花名積寺下•11!1堀・之諏円Ib • 点 在 発・一部消滅 二鑓闘瓢鰐霞閉震鵬霞翡

紙浜•加臼利Em ．称名寺 点 在 発 菌 姐告越』正昭行和「卵呼名煎A選跡」 （『昭和54年約町mr化財元埠A止泣

諸覇•堀之内 点 在 一部消滅 千菜県文化財センクーrF葉阻回．口す化財分布姑図“0昭和切年

黒・浜加曽●誇租J坂Bl •阿•天E台•加曽利EI• n• 堀之円 点在馬蹄形 発9m・.郎て99ぶ・存～ 瓢屑仏唱安臨楽寺耀貝跡塚」の捉（妃『昭する胆問碑悶Ill![lfl1『史91館眼』匿14J碑昭和財心．月発

斑之内 地 点 浮 滅 r市川市史』第1牲．昭和樟年

加曽利En• m •堀之円 l 点 在 一部消滅 千菜県文化財センク-r干、平旦哩翌文化財分布地図』0)昭和印年

諮.坂.•阿加天曽台和•加I 位•おttJEI• 安ll•IU• 堀之内 1
* B.  !1l． fj 馬蹄形 発-掘1!11・保消存誠・悶閉讃り饂戸＇i編器摺這跡』昭和7年

加曽利E 点 在 一部消滅 千葉県文化財センクーr円即釦覇芦寸化財分布地図』[n昭和切年

勝坂・阿五台•中峠•加曽利EI• ll • m 点 在 発郷・一郎残存 國以嗣鰐書筐？事如直譜委
阿玉台•加曽利E 地 点 一郎消滅 千葉県文化財センクーFF年四涸蒻... 化財分布池図JUlllll利団伊

魏：骨翫嗜認喝蒙畠靡限‘閉：戸 点 在 半 壊 同 上

茅山・墨 地 点 発姐•一部消滅 腎・県『化辛財保皿護協J会（呻碑蜘Ill皿国函復11l孤査醗）r千葉贔〇貝双』 昭柑屯中・

前期•中期 点 在 一部莉誡 千麟文化財保匿畠会『千菓鼠〇貝慧』 昭症呻

黒•加浜匂・諸利霞E ・m •浮品置・興津•下小野•阿玉台 点 在 発・一部消誡
貝塚A姑点」（昭和臼年庶艮虞

協会『千菜限の貝塚』 出和北ヰヽ
... 

加曽利E四●●称名寺；加曽利B•安行 I 地 点 莉 絨 『市Ill市史』第1巻．昭和妬年

茅•前朋・中期・後期 地 点 消 滅 謬穀揺想昂賃盟醤践嘉枷嘘冨11)昭細年
島五領ケ囚ケ台台•茅山下厨•上庖●浮応m• 下i]浬・ 均 点 発掘・消滅 戸館氏翫年痴「晶a綸』台1遺)跡昭-A即鈍碑点（貝塚）ー」 (r市立市］I桐物
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鎌ケ谷]F

N 
地県埋文図分．布ぬ 貝囮追・貝ブロックを含跡む

貝眉形成．時期

靡
所 、在 地

通し比 早期 前期 中 JIil後期 晩期

89 1 22- 46 中 沢． 中沢貝柄山14 7 9他

90 2 22- 67 木戸脇 中沢木戸脇13 9 6他

91 3 l,＇ 22- 70 一本松 中沢一本松13 0 5他 I 

92 4 '~ 22- 78 粟子台 Ni2 中沢粟子台11.3 2他． 
9 3 5' 22- 98 外和戸 1h3 中沢外和戸79 7他

一9 9 6 22-100 中台 lb2 中沢中台905他

一95 7 22-101 中台 Ni3 中沢中台85 5他

一96 8 、22- 83 根（根郷郷lhl) 中沢根鐸47 1他

一97 ， 22- 85 根郷 "'3 中沢根郷52 0他

一98 10 22-104 根崎 No.2 中沢根崎62 1他

一99 1 1 22•23-115 中 向 道野辺中向82 5他

100 12 22-110 南久保 "'2 中沢南久保75 1他 一101 13 22-112 下西山氏 1 遵野辺下西山39他

一102 14 30-124 谷地川&,.2 中沢谷地/Ill6 9他

船橋市

N 
県地埋文図分布比 暉遺・貝ブロックを含跡む

貝囮形成時期

霜
所 在 地

通し比 早期 前期 中期 後期 晩期

103 I 30-102 藤原醗音堂 藤原町2T目23 1番地

104 2 30-106 中法伝 上山lllJ2丁目 29 0番地

105 3 30-103 下郎後 J:山町1丁目 13 1番地

106 4 30 -104 法蓮寺山 藤原町法蓮寺15 5番地

107 5 30 - 1 O.B 宮 前 旭町宮前

108 6 30-109 後 前貝塚町822番地

109 1 30 - 110 前 前貝塚町668, 872-875番地

110 8 30 -111 塚（前貝塚田堀込） 前貝塚町6丁目600.606. 671番地

111 ， 30 -112 古（貝柄作塚） 古作町94番地
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土 器

゜
型 式 規 閲 匝 零ヨI ， 主 衷 文 献

加nB•細m 彎日道谷・"•安•思行之l • Ul • •四H• 加曽利BI ・ 男闘形 梵•一記浅存圏欝漏隠7i攣躙魏叫良
黒•加H• 浮利闘ll ＊I 阿•玉n；；・安•加曽1和）E9. a軍 II疹" 培 点 登・芯こtr 絹ケ谷市史製さん紐r”ケ谷市史』上唸．昭和芍年

， 

茅山•阿王台＊加曽利E ・泥之内 I 珀 点，＇一邸校存 同 上

阿玉台｀加8和• 地 点 半 醗 千菓県文化財センクーm平四坪織で化財分布嬬m(!)昭和絞平

呻和EE•ロ 地 点 半 遵 同 上

麟利B 地 点 一部消鍼 同 上

．． 

中期 地 点 半 棗 岡 k ！ 

回坂•阿宝台筆中・訓臼がJEt 會 n 葦匠 地 点 ー邸践存 謙ヶ；；；市史紺さん委孜会r鰈ケ谷市史』上巻昭和年

中期 雌 点 一部残存 屯麟文化珀ツ9~r千墾醗曳文mi分布尉mu)細諏年

加利E 釦 点 半 飯 閲 上

阿烹台•加曽利E ・称寺 I珠 点 ＊ 喝 閲 上

加＂和 JE 地 点 半 堪 ll!J 上

加日利E 地 点 半 壊 t 上

mt七器 地 点 半 攀 同 上

土 器 の 型 式 媒 模 罰 考 烹 要 文 鼓

加田利E• 坦之内＊加曽利B 点 在 半 認 鑓韓霞融『翻i絢儡』卿唸

冠利E ・廻之内•加包籾B 点 在 一諜消減 千葉県文化財保同護己会『上千葉梵の民寂J 昭和疇
， 

安和h•l 磁.浜n癌諸既療ね凶利El”n. a. w.|＇ 点 在 発困・半蝦 千千稟稟県県都文化市公財社保護囀協日中会西『千F霰閃艮，，の、守只店r小』金四和』工昭平和碑

釈ぇ雰益訳：ぷ品繁品請nl 点 在 発阻•一部残存 同 上

阿玉む4面］利E• 掘之内•加日利B 惹 在 一部消粧 輻開器諸品評皐醤慧知乎蹂碑

阿芸台•加曽刹E •堀之内 埠 点 ー那残存 同 上

餌 9讐繍血項之内 点 在 一郎消紙 船揖巾教＾柑盃只会『船隠面の遺脳』 昭和訟年

“"＂ 

加曽利E4ホ名守豪祖之内•加因利B 点在窯底形 哭娯・消馘 同 上

加・n＊利安行Eli• 称•名•寺ml •堀之内 1. ．•加菌利
I• • 

潟蹄形 発素＊一諮翠存 麟即四-r呵翡酎門器品生『古』II
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